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月後の現在，順調な経過をたどり体重も増加してきてい
る。
追加大西盛光(川鉄病院) 
1年 3カ月前に，十二指腸穿孔による汎発性腹膜炎で
胃切除術を受けた症例に発生したイレウスで，上腸間膜
動，静脈の循環障害により，広範囲の小腸壊死をきたし， 
Treitz靭帯側 30cm，回腸末端側 70cmの小腸を残し
て小腸広範切除を行なった。本症例のように， 胃切除 
(BI法)に加えて，かかる広範囲の小腸切除を施行し
たにもかかわらず，術後経過はきわめて良好で，現在，
貧血なく，体重も増加して，普通の労働に従事している
事実から，このような症例には，積極的に根治手術を施
行すべきであると考える。 
47. 結腸ポリポージスの 1治験例 
0田所潔，高村良平(幸手病院)
われわれは最近結腸全域にわたる高度のポリポージス
を経験したが，このようなポリポージスは比較的少ない
ので文献的考察を加えて報告した。
症例は 38歳の女子で， 本年 1月5日に黒色粘液性便
があり， 20日には鮮血色の水様便となった。 2月6日
に某医から赤痢の診断を受け当院内科に紹介された。家
族歴は特にない。栄養不良で貧血 (Hb6%)あり，赤
痢菌培養では陰性，直腸鏡検査で 30cmまで異常なく
結腸X線で無数の陰影欠損が認められる。内科的にステ
ロイド止血剤などの投与を受けていたが下血は続き全身
状態も悪化してきたので 3月 18日結腸亜全易1]， 回腸空
腸逆 9字型吻合術を行なった。剃出標本は結腸両端約 
lOcmを除く全域に 0.5cm以下の無柄結節状ポリープ
が無数にあり， ミクロ所見では腺腫性ポリポージス(化
膿性大腸炎を併発)で悪性変化はなかった。現在患者は 
1日I回の軟便があり，経過は良好である。 
48. 	 日本住血吸虫症および胃癌を合併した多発性肝
嚢腫の 1例 
O辛 京碩，大塚清蔵，小宮山一男
(小宮山病院)
症例 62歳。女。主訴， 心胃部痛肝機能は正常， 胃幽
門部癌にて手術施行，ほかに肝全体の多発性肝嚢腫が見
られた。組織検査にて上皮(一)，壁内および門脈内に日
本住血吸虫卵(+)，腎臓に変化なし。
非寄性虫性肝嚢腫は本例を加え本邦 240例であり，多
発性 53.7%，40'"-'59歳が 55.3%，男女比は 1:3.5で女性
に多い。腎嚢腫合併率は 58.7%である。
日本住血吸虫症は山梨県が全国患者数の 85%を占め， 
肝硬変の死亡率も全国平均の1.7倍である。日本住血吸
虫症は多発性肝嚢腫の原因であったとは考えられない。
49. 中村病院における最近 1年間の統計的観察と胃
ファイパースコープ上興味ある数例につ4、て
尾崎 梓(中村病院)
1.中村病院における最近 1年間の統計的観察を述べた。 
2. 胃ファイパースコープに関して以下の知見を述べた。
付)胃潰蕩に比べて胃癌の場合 GTF操作上わずかな
刺激でも出血し易く，逆に出血を見た場合，胃癌
を疑うことができる。
(ロ)内視鏡分類 IIC型早期胃癌に関しては， GTF 
上種々の形態を呈するので，特に陥凹部に Be1ag
をかぶったものは診断上注意を要する。 
50. 	 魚骨による回腸穿孔性腹膜炎の 1治験例 
0中村雅一和田房治(社保蒲田病院)
誤鴫魚骨による胃腸管穿孔例は比較的まれなるもので
すが，われわれは最近， 41歳の男子で下腹部痛，悪心
を主訴にして来院し，急性虫垂穿孔性腹膜炎と診断し手
術を施行したところ，魚骨による回腸穿孔性腹膜炎であ
った l例を経験したので、報告いたします。穿孔部位は，
回盲部より 60cmほどの所でした。 
小児における人工弁移植治験例 1.5
0西沢 直，田宮達男，堀部治男
(国立千葉病院)
わたしたちは巨大な心陰影を示し，高度肺性高血圧を
伴う，重症僧帽弁閉鎖不全症の小児 2例に， Kay-Shi1ey 
disc va1veの移植を行ない著明な改善をみた。
症例 lは， 13歳男児。 6歳でリウマチ性紫斑病に，寵
患してから，しだいに心不全を呈してきた。入院時，肝 
2横指腫張，心カテーテJレにて肺動脈圧 65/43(52)，体
重 28.5kg.圧開胸直視下に Kay-ShileyNo. 6を装着
した。術後経過は良好で， 7ヵ月日の心カテーテJレでは
右室 38/0，肺動脈圧 37/20，肝腫張なく，健常児と全く
同様に就学している。
症例 2は， 9歳女児。生後 6カ月ころより上気道炎感
染の反復で， 4歳ころより心不全を呈す。入院時，肝 1
横指半腫張，心カテーテル肺動脈圧65/25(50)，体重23 
kg. Kay-Shi1ey No. 5を装着した。術後2カ月目の心
カテー テノレ右室 45/0肺動脈 45/20，p.c 13/10であった。 
2例とも肺循環系の減圧効果は大きく，弁の大きさも，
諸家の指摘するように No.5は成人しでも差支えない
と思われる。
